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次

�

ペ
ー
ジ

規

則

〇
特
定
復
興
産
業
集
積
区
域
に
お
け
る
県
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則�

（
税　

務　

課
）　
　

一

〇
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則�

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則�

（
子
育
て
社
会
推
進
課
）　
　

一

人
事
委
員
会

〇
人
事
委
員
会
規
則
七
―
二
（
特
殊
勤
務
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則�

一

〇
人
事
委
員
会
の
権
限
（
特
殊
勤
務
手
当
）
の
一
部
委
任
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示�

二

規

則

　

特
定
復
興
産
業
集
積
区
域
に
お
け
る
県
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ

に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
六
年
七
月
八
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
八
十
九
号

　
　
　
特
定
復
興
産
業
集
積
区
域
に
お
け
る
県
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

特
定
復
興
産
業
集
積
区
域
に
お
け
る
県
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
十
四
年
宮
城
県
規
則
第

十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
記
様
式
中

「

第
37条

第
39条

第
40条

を
「

第
37条

第
39条

に
、「，第

39条
及
び

」

」

第
40条

」
を
「及

び
第
39条

」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２�　

改
正
前
の
特
定
復
興
産
業
集
積
区
域
に
お
け
る
県
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
規
定
に
よ
る
別
記

様
式
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
改
正
後
の
特
定
復
興
産
業
集
積
区
域
に
お
け
る
県
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例

施
行
規
則
の
規
定
に
よ
る
別
記
様
式
と
み
な
す
。

�

　

児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公

布
す
る
。

　
　

令
和
六
年
七
月
八
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
九
十
号

　
　
　
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
十
五
年
宮
城
県
規
則
第
三
十

七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
三
十
三
条
中
「
二
十
人
」
を
「
十
五
人
」
に
、「
三
十
人
」
を
「
二
十
五
人
」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２�　

保
育
士
の
配
置
の
状
況
に
鑑
み
、
保
育
の
提
供
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
知
事
が
認
め
る
と
き
は
、
当

分
の
間
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
第
三
十
三
条
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
第
三
十
三

条
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

人
事
委
員
会

　

人
事
委
員
会
規
則
七
―
二
（
特
殊
勤
務
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
六
年
七
月
八
日

�

宮
城
県
人
事
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

西　
　

條　
　
　
　
　

力　
　
　

発　　　　行
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〇
人
事
委
員
会
規
則
七
―
二
―
七
十
四

　
　
　
人
事
委
員
会
規
則
七
―
二
（
特
殊
勤
務
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

人
事
委
員
会
は
、
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
二
年
宮
城
県
条
例
第
百
二
十
八
号
）
に
基
づ
き
、

人
事
委
員
会
規
則
七
―
二
（
特
殊
勤
務
手
当
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
十
八
条
第
一
項
を
削
り
、
同
条
第
二
項
を
同
条
第
一
項
と
し
、
同
条
第
三
項
か
ら
第
九
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り

上
げ
る
。

　

第
十
八
条
第
八
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

９　

条
例
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
ニ
の
規
則
で
定
め
る
作
業
は
、
次
に
掲
げ
る
作
業
と
す
る
。

　

一　

関
係
行
政
機
関
等
と
の
災
害
応
急
対
策
に
係
る
連
絡
調
整
の
作
業

　

二�　

他
の
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
派
遣
要
請
等
に
基
づ
き
、
当
該
地
方
公
共
団
体
が
行
う
災
害
応
急
対
策
に
係
る
業

務
を
支
援
す
る
た
め
に
出
張
し
て
行
う
罹
災
証
明
書
の
交
付
に
係
る
作
業
そ
の
他
被
災
地
支
援
に
関
す
る
作
業

（
出
張
す
る
区
域
が
県
内
で
あ
る
場
合
は
、
被
災
者
と
接
し
な
い
で
行
う
事
務
作
業
を
除
く
。）

　

第
十
八
条
第
十
一
項
第
一
号
中
「
に
お
い
て
、
警
察
職
員
が
」
を
「
に
お
け
る
」
に
改
め
、「
又
は
こ
れ
ら
に
相
当

す
る
作
業
に
引
き
続
き
二
日
以
上
従
事
し
た
場
合
の
当
該
作
業
」
を
削
り
、
同
条
第
十
三
項
を
同
条
第
十
四
項
と
し
、

同
条
第
十
二
項
中
「
次
に
掲
げ
る
場
合
で
あ
っ
て
人
事
委
員
会
が
認
め
る
場
合
と
す
る
」
を
「
第
十
一
項
の
作
業
に
引

き
続
き
二
日
以
上
従
事
し
、
か
つ
、
い
ず
れ
か
の
日
に
お
い
て
人
命
救
助
の
作
業
に
従
事
し
た
場
合
で
あ
っ
て
人
事
委

員
会
が
認
め
る
場
合
と
す
る
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
及
び
第
二
号
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
十
三
項
と
し
、
同
条
第

十
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

12�　

条
例
第
二
十
条
第
二
項
の
規
則
で
定
め
る
災
害
は
、
災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
く
災
害
対
策
本
部
若
し
く
は
石
油

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
災
害
防
止
法
（
昭
和
五
十
年
法
律
第
八
十
四
号
）
に
基
づ
く
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
現
地
防
災
本

部
が
設
置
さ
れ
又
は
災
害
救
助
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
十
八
号
）
が
適
用
さ
れ
た
災
害
の
う
ち
暴
風
、
豪
雨
、

豪
雪
、
洪
水
、
地
震
、
津
波
、
火
山
爆
発
又
は
大
規
模
な
火
事
に
よ
る
災
害
、
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
に
基

づ
く
原
子
力
災
害
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
た
災
害
そ
の
他
人
事
委
員
会
が
定
め
る
災
害
と
す
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
規
則
七
―
二
の
規
定
は
、
令
和
六
年
一
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

〇
人
事
委
員
会
告
示
第
二
号

　

人
事
委
員
会
は
、
人
事
委
員
会
規
則
二
―
二
（
他
の
機
関
及
び
事
務
局
長
に
対
す
る
権
限
の
委
任
）
に
基
づ
き
、
平

成
十
三
年
人
事
委
員
会
告
示
第
一
号
（
人
事
委
員
会
の
権
限
（
特
殊
勤
務
手
当
）
の
一
部
委
任
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
し
た
。

　
　

令
和
六
年
七
月
八
日

�

宮
城
県
人
事
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

西　
　

條　
　
　
　
　

力　
　
　

一　

二
の
㈥
中
「
第
十
二
項
」
を
「
第
十
三
項
」
に
改
め
、
同
㈦
中
「
第
十
三
項
」
を
「
第
十
四
項
」
に
改
め
る
。

二　

こ
の
告
示
の
効
力
の
発
生
す
る
日

　
　

令
和
六
年
一
月
一
日


